
 

 

   

あけましておめでとうございます。新しい一年がスタートしました。 

今年も子ども達が元気に過ごすために、食事、運動、睡眠のバランスを大切にしていきましょう。 

また、感染症予防のために、うがい・手洗い・手指消毒を心掛けましょう。 
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まゆみの里保育園 

ほけんだより 

スキンケア 

湿度が50％以下になると、皮膚の乾燥が

始まると言われています。加湿器の使用や

洗濯物の部屋干しなどで、室内の湿度調節

を行い、衣類は通気性がよい物を選びまし

ょう。特に乳児は、冬場だけでなく一年を

通したスキンケアが欠かせません。医師や

薬剤師に相談して、子どもの肌質や年齢に

合った保湿剤を見つけておくのもよいでし

ょう。 

乾燥対策のポイント 

●入浴ポイント 

毎日の入浴で体を清潔に保つことは大切ですが、洗浄

力の強い石けんやボディソープで洗うと、かえって肌を

乾燥させます。洗浄力がゆるやかで刺激の弱い物を少

量、よく泡立ててから使いましょう。肌が乾燥気味の時

は、タオルを使わず、手で優しく洗う程度で十分です。

また、保湿成分を含む入浴剤を使用するのも効果的で

す。かゆみが強い時は、ぬるめの湯温で入浴しましょう。 

冬の服装について 
寒くなると、つい多めに着込みが

ちですが、子どもは体温が高く、汗

もかきやすいので、大人より１枚少

ない服装を心がけましょう。まず、

下着を着けて体を冷やさないことが

大切です。厚手の服を１枚着るより、

素材の異なる薄手の服を２枚重ねる

方が、空気の層ができて温かくなり、

室温に合わせて脱ぎ着がしやすくな

ります。屋外で着るジャンパーなど

は、袖口や首元がピッタリと閉じて

いる物を選びましょう。 

冬のかぜについて 
冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉な

どが主症状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下

痢が主症状の“お腹にくるかぜ”（感染性胃腸

炎など）があります。冬場、特に注意すべき

はインフルエンザです。時に重症化すること

があり、急な発熱や悪寒、筋肉痛・関節痛を

伴うようなら、インフルエンザの可能性があ

るので早めに医師にかかりましょう。 

自宅では、部屋

を保温・加湿し、

脱水症状が出な

いよう、水分補

給には十分注意

しましょう。 


